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論文審査の結果の要旨 

 本研究は、SARS-CoV-2 の経気道感染を想定した鼻腔投与、唾液腺を介さない経口感染を想定した舌

上投与、唾液腺を介した経口感染を想定した舌下投与の３種類の方法で SARS-CoV-2 を投与し、ウイ

ルス侵入経路による感染波及部位や組織の炎症の差異を検討したものである。 

 その結果、SARS-CoV-2 受容体や感染関連蛋白が多く発現している鼻腔粘膜や唾液腺でウイルスが

複製され、肺へと感染が波及することが示唆された。特に、鼻腔を介した感染で肺の感染や炎症が

重度であることが明らかとなった。また、唾液腺を介した感染でも肺の感染と炎症を認めたことか

ら、唾液腺感染も重症化のリスクとなり得ると考えられた。 

 以上の研究結果は、SARS-CoV-2 の体内への感染波及について重要な知見を与えるものであり、博

士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


